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1 

 
は
じ
め
に 

 

鎌
倉
市
の
社
会
教
育
施
設
で
あ
る
吉
屋
信
子
記
念

館
は
「
自
分
の
得
た
も
の
は
社
会
に
還
元
し
、
住
居

は
記
念
館
の
よ
う
な
形
で
残
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う

故
吉
屋
信
子
さ
ん
の
遺
志
に
よ
り
、
土
地
・
建
物
な

ど
が
鎌
倉
市
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

昭
和
四
十
九
年
に
、
市
民
の
学
習
施
設
・
吉
屋
信

子
記
念
館
と
し
て
開
館
し
て
以
来
、
多
く
の
人
々
に

親
し
ま
れ
、
利
用
さ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。
今
後
と

も
、
よ
り
一
層
の
利
用
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
、
こ
の

小
冊
子
を
つ
く
り
ま
し
た
。 

  

平
成
十
六
年
四
月 

 

鎌
倉
市
教
育
委
員
会 

 

 

書
斎 

 

藤
棚
の
見
え
る
北
向
き
の
大
き
な
窓 

                 
 



 2 

 
和
室 

 

天
井
の
作
り
が
特
徴 

                  

 
 
 

設 

計 

者 

◆
吉
田
五
十
八
氏 

近
代
数
奇
屋
建
築
の
第
一
人
者 

明
治
二
十
七
年
、
東
京
に
生
れ
る
。
東
京
美
術
学
校
を
卒

業
し
て
渡
欧
。
帰
国
後
は
特
に
数
奇
屋
建
築
の
近
代
化
に
努

め
、
独
自
の
手
法
に
よ
っ
て
、
因
習
化
し
た
数
奇
屋
建
築
を

再
生
さ
せ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
は
、
木
造
以
外
の
大
規

模
な
建
築
に
も
、
優
れ
た
作
品
を
造
り
あ
げ
て
い
る
。 

小
林
古
径
、山
口
蓬
春
、梅
原
龍
三
郎
ら
の
邸
宅
の
ほ
か
、

大
阪
文
楽
座
、
明
治
座
、
日
本
芸
術
院
会
館
な
ど
を
手
が
け

た
。
一
方
、
教
育
に
も
携
わ
っ
て
、
東
京
芸
術
大
学
の
教
授

と
な
り
、
昭
和
二
十
七
年
に
日
本
芸
術
院
賞
を
、
三
十
九
年

に
は
文
化
勲
章
を
受
け
た
。四
十
九
年
、七
十
九
歳
で
死
去
。 

吉
田
氏
は
昭
和
十
年
に
、
東
京
牛
込
砂
土
原
町
の
吉
屋
信

子
邸
を
設
計
し
、
さ
ら
に
三
十
七
年
、
吉
屋
に
「
奈
良
の
尼

寺
の
よ
う
に
」と
望
ま
れ
て
、こ
の
長
谷
の
家
を
設
計
し
た
。 

 

 
 
 

施 

工 

者 

◆
株
式
会
社 

水
澤
工
務
店 

吉
田
五
十
八
氏
設
計
の
建
築
物
を
多
く
手
が
け
て
い
る
。 
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応
接
間 

 

窓
が
広
く
、
天
井
の
デ
ザ
イ
ン
が
特
徴 

                  

              

土 

地 ----------------------- 

１
８
７
７
・
２
１
㎡ 

建 

物 ------------------------- 

２
０
７
・
７
２
㎡ 

応
接
間 --------------------------- 

３
９
・
９
４
㎡ 

和 
室 --------------------------- 

１
３
・
２
４
㎡ 

書 
斎 --------------------------- 

１
４
・
８
８
㎡ 

寝 

室 --------------------------- 

１
９
・
２
９
㎡ 

寝室 
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吉 

屋 

信 

子 

‡ 

人
と
文
学 

‡ 
 

―
―
―
◆
芽
生
え
・
生
い
立
ち
◆
―
―
― 

吉
屋
信
子
は
、
明
治
二
十
九
年
一
月
十
二
日
、
雂
一
、
マ

サ
の
長
女
と
し
て
、
新
潟
市
の
県
庁
官
舎
で
生
れ
た
。
四
人

の
兄
が
い
て
、の
ち
弟
二
人(

う
ち
一
人
は
夭
折)

が
生
れ
る
。 

官
吏
で
あ
っ
た
父
の
転
勤
に
よ
っ
て
、
佐
渡
、
新
発
田
で

幼
時
を
過
し
、
三
十
四
年
、
父
が
栃
木
県
芳
賀
郡
長
と
な
っ

た
た
め
、
真
岡
へ
移
っ
た
。
三
十
五
年
に
真
岡
尋
常
小
学
校

に
入
学
し
た
が
、
父
が
下
都
賀
郡
長
と
な
っ
て
栃
木
町
に
移

り
、
二
学
期
か
ら
栃
木
第
二
尋
常
小
学
校
に
転
校
し
た
。
四

歳
の
頃
か
ら
、
巌
谷
小
波
の
「
浮
か
れ
胡
弓
」（｢

世
界
お
伽

噺｣

中
の
一
冊
）
な
ど
、
片
仮
名
の
絵
本
を
読
み
は
じ
め
、
読

書
好
き
の
少
女
と
し
て
成
長
し
て
い
る
。 

四
十
一
年
、
栃
木
高
等
女
学
校
に
入
学
。
講
演
に
来
た
新

渡
戸
稲
造
が
「
良
妻
賢
母
よ
り
も
一
人
の
人
間
と
し
て
の
女

性
の
完
成
」
を
説
き
、
強
い
感
銘
を
受
け
た
。
兄
達
の
書
棚

に
な
ら
ぶ
文
学
作
品
を
読
み
耽
り
、友
人
に
見
せ
ら
れ
た「
文

芸
倶
楽
部
」
の
鏡
花
作
品
に
惹
か
れ
る
な
ど
、
文
学
へ
の
憧

れ
は
次
第
に
創
作
へ
と
進
ん
で
い
っ
た
。
少
女
雑
誌
に
短
文

や
詩
を
投
稿
し
始
め
、
自
分
の
文
章
を
活
字
で
読
む
と
い
う

楽
し
み
を
知
る
。 

 

―
―
―
◆
懸
賞
当
選
・「
少
女
界
」
◆
―
―
― 

四
十
三
年
、「
少
女
界
」
の
懸
賞
に
応
募
し
た
「
鳴
ら
ず
の

太
鼓
」
が
一
等
に
選
ば
れ
た
。
ま
た
こ
の
頃
「
少
女
世
界
」

か
ら
度
々
の
当
選
に
よ
っ
て
「
栴
檀
賞
」
の
メ
ダ
ル
を
貰
っ

て
い
る
。そ
の
う
ち
に
少
女
雑
誌
で
は
満
足
で
き
な
く
な
り
、

「
文
章
世
界
」「
新
潮
」
な
ど
の
文
芸
雑
誌
に
投
稿
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。 

四
十
五
年
に
女
学
校
を
卒
業
し
た
信
子
は
、
文
学
へ
の
強

い
関
心
か
ら
進
学
を
望
ん
だ
が
、
厳
格
な
父
、
昔
か
た
ぎ
の

母
に
理
解
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
大
正
二
年
、
よ
き
理 

解
者
で
あ
っ
た

三
兄
・
忠
明
の

勧
め
で
一
時
、

代
用
教
員
と
な

っ
た
が
、
文
学

へ
の
夢
は
捨
て

ら
れ
ず
、
数
年 

「鳴らずの太鼓」収録 
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の
間
投
稿
を
続
け
な
が
ら
鬱
々
と
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
る
。

四
年
の
夏
、
忠
明(

当
時
東
京
帝
国
大
学
在
学
中)

を
た
よ
っ

て
上
京
、
文
学
の
勉
強
を
は
じ
め
た
。
や
が
て
、
幼
年
雑
誌

の
「
良
友｣

「
幼
年
世
界｣

に
「
文
鳥
と
糸
車｣

「
幼
い
音
樂
師｣ 

｢

赤
い
夢｣

な
ど
の

童
話
を
、
毎
月
の

よ
う
に
寄
稿
し
て
、

稿
料
を
得
る
ま
で

に
成
長
し
て
い
く
。 

 
―
◆
少
女
小
説
・

「
花
物
語
」
◆
― 

大
正
五
年
に

「
少
女
画
報
」
の

編
集
部
に
送
っ
た

「
花
物
語
」
の
第

一
話
「
鈴
蘭
」
が

採
用
さ
れ
、
掲
載

さ
れ
て
好
評
を
得 

た
。
女
学
生
の
読 

者
の
心
を
魅
了
し
た
「
花
物
語
」
は
、
そ
れ
か
ら
十
三
年
頃

ま
で
書
き
継
が
れ
て
信
子
の
代
表
作
と
な
り
、
少
女
小
説
と

い
う
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
を
確
立
す
る
。 

六
年
、
忠
明
の
就
職
と
共
に
一
人
に
な
り
、
当
初
は
バ
プ

テ
ス
ト
女
子
学
寮
か
ら
保
母
養
成
所
に
通
い
、
女
性
の
自
由

と
独
立
を
め
ぐ
る
婦
人
問
題
に
関
心
を
深
め
る
日
々
を
送
っ

て
い
る
。 

こ
の
年
十
二
月
、
そ
れ
ま
で
執
筆
し
た
童
話
を
集
め
て
初

め
て
の
単
行
本
『
赤
い
夢
』
を
出
版
す
る
。 

 

―
―
―
◆
新
進
作
家
・「
地
の
果
ま
で
」
◆
―
―
― 

大
正
八
年
、「
大
阪
朝
日
新
聞
」
が
募
集
し
た
長
篇
懸
賞
小

説
を
書
く
た
め
、
兄
忠
明
の
任
地
・
北
海
道
十
勝
に
身
を
寄

せ
た
信
子
は
、
七
月
下
旬
に
「
地
の
果
ま
で
」
を
書
き
上
げ

て
、
新
聞
社
に
送
る
。
そ
の
直
後
、
父
危
篤
の
知
ら
せ
が
届

き
、
兄
と
共
に
宇
都
宮
の
実
家
に
帰
っ
た
が
、
す
で
に
昏
睡

状
態
に
あ
っ
た
父
は
、
翌
日
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
。
悲
し
み

か
ら
逃
れ
る
た
め
に
ペ
ン
を
と
り
、
二
ヶ
月
か
け
て
書
き
上

げ
た
の
が
「
屋
根
裏
の
二
處
女
」
で
あ
る
。 

十
二
月
二
十
日
、
懸
賞
の
応
募
作
が
一
等
に
当
選
し
た
報

『花物語』 全３巻 實業之日本社 昭和14年 

さし絵 中原淳一 
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せ
が
届
く
。
こ
の
成
果
は
悲
し
み
の
中
に
い
た
信
子
に
大
き

な
喜
び
を
も
た
ら
し
、文
学
で
生
き
る
決
意
を
固
め
さ
せ
た
。 

翌
九
年
一
月
一
日
か
ら
「
地
の
果
ま
で
」
は
「
大
阪
朝
日

新
聞
」
に
連
載
さ
れ
、
続
い
て
『
屋
根
裏
の
二
處
女
』
が
出

版
さ
れ
た
。
さ
ら
に
「
新
潮
」「
文
章
世
界
」
の
創
作
欄
に
初

め
て
執
筆
。
こ
の
年
が
、
信
子
の
本
格
的
な
作
家
活
動
の
出

発
点
と
な
る
。 

十
年
四
月
、
北
海
道
か
ら
東
京
本
社
に
転
勤
し
、
大
森
西

沼
に
居
を
構
え
た
忠
明
に
、
母
も
共
に
迎
え
ら
れ
一
緒
に
住

み
始
め
る
。 

七
月
に
は
、
大
阪
と
東
京
、
両
方
の
朝
日
新
聞
に
「
地
の

果
ま
で
」
の
続
編
に
あ
た
る
「
海
の
極
み
ま
で
」
を
連
載
、

翌
年
に
は
映
画
化
さ
れ
る
な
ど
、
急
速
に
活
躍
の
場
が
広
が

っ
て
い
っ
た
。 

こ
の
頃
刊
行
さ
れ
た
作
品
に
は
、『
海
の
極
み
ま
で
』『
黄

金
の
貝
』『
憧
れ
知
る
頃
』『
古
き
哀
愁
』『
返
ら
ぬ
日
』『
五

つ
の
花
』『
空
の
彼
方
へ
』『
櫻
貝
』
な
ど
多
数
が
挙
げ
ら
れ

る
。 新

進
作
家
と
し
て
の
め
ざ
ま
し
い
活
躍
は
、
同
時
に
交
友

関
係
に
も
広
が
り
を
も
た
ら
し
た
。
十
二
年
一
月
に
は
、
新

聞
記
者
の
山
高
し
げ
り
に
紹
介
さ
れ
、
教
師
を
し
て
い
た
門

馬
千
代
を
知
っ
た
。
意
気
投
合
し
た
二
人
は
親
し
く
交
際
を

つ
づ
け
、
の
ち
十
五
年
に
は
信
子
が
東
京
都
豊
多
摩
郡
落
合

町
の
新
居
に
移
っ
た
の
を
機
に
、
共
同
生
活
を
は
じ
め
て
い

る
。（
門
馬
千
代
は
そ
の
後
、
信
子
の
作
家
活
動
を
支
え
つ
づ

け
て
、
昭
和
三
十
二
年
に
養
女
と
な
り
、
六
十
三
年
八
月
に

死
去
し
た
） 

 

―
―
―
◆
家
庭
小
説
・「
良
人
の
貞
操
」
◆
―
―
― 

昭
和
二
年
四
月
か
ら
「
主
婦
の
友
」
に
自
分
で
持
ち
込
ん

だ
「
空
の
彼
方
」
が
連
載
さ
れ
、
次
第
に
婦
人
雑
誌
の
司
会

や
対
談
の
依
頼
が
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
婦
人
雑
誌

や
少
女
雑
誌
へ
の
長
編
執
筆
が
多
く
な
る
に
つ
れ
て
、
純
文 

学
へ
の
志

向
か
ら
次

第
に
は
な

れ
、
通
俗

的
な
方
向

へ
と
向
か

っ
て
い
く
。 

『良人の貞操』 

装丁・堂本印象 
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改
造
社
の
「
現
代
日
本
文
学
全
集
」
か
ら
始
ま
っ
た
円
本

ブ
ー
ム
で
、
新
潮
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
「
現
代
長
編
小
説
全

集
」
の
一
冊
に
、「
吉
屋
信
子
集
」（｢

地
の
果
ま
で｣｢

海
の
極

み
ま
で｣

収
録
）
が
収
め
ら
れ
、
多
額
の
印
税
を
入
手
し
た
。

こ
の
印
税
を
も
と
に
信
子
は
、
三
年
九
月
か
ら
門
馬
千
代
を

伴
っ
て
渡
欧
し
、
約
一
年
滞
在
の
の
ち
、
翌
年
九
月
に
帰
国

す
る
。
帰
国
の
船
上
で
構
想
を
練
っ
た
「
暴
風
雨
の
薔
薇
」

を
五
年
一
月
か
ら
「
主
婦
の
友
」
に
連
載
し
て
、
好
評
を
得

る
。
以
後
、
同
誌
を
は
じ
め
婦
人
雑
誌
の
注
文
に
追
わ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。 

八
年
に
「
婦
人
倶
楽
部
」
に
連
載
し
た
「
女
の
友
情
」
は

続
編
を
執
筆
す
る
ほ
ど
評
判
が
よ
く
、
引
き
続
き
各
雑
誌
に

「
一
つ
の
貞
操
」「
理
想
の
良
人
」「
男
の
償
い
」「
女
の
階
級
」

を
連
載
。
精
力
的
に
小
説
を
書
き
つ
づ
け
、
さ
ら
に
円
熟
味

を
加
え
て
、
大
衆
小
説
家
と
し
て
の
地
位
を
確
か
な
も
の
に

し
て
い
く
。 

十
年
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
作
品
を
網
羅
し
た
『
吉
屋
信
子

全
集
』
全
十
二
巻
が
新
潮
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。 

十
一
年
に
「
東
京
日
日
新
聞
」
に
執
筆
連
載
し
た
「
良
人

の
貞
操
」
は
、
大
き
な
話
題
と
な
り
、
そ
の
家
庭
小
説
は
い

ず
れ
も
読
者
の
喝
采
を
あ
び
て
、
吉
屋
信
子
の
時
代
を
築
い

た
。 

 

―
―
―
◆
俳
句
・「
秋
灯
机
の
上
の
幾
山
河
」
◆
―
―
― 

日
支
事
変
の
勃
発
に
よ
っ
て
現
地
取
材
の
仕
事
が
増
え
、

や
が
て
病
を
え
て
床
に
つ
く
。
戦
況
は
悪
化
を
た
ど
っ
て
仕

事
も
な
く
な
り
、
昭
和
十
九
年
五
月
、
休
養
を
か
ね
て
鎌
倉

市
長
谷
の
大
仏
裏
の
別
荘
に
疎
開
し
、
も
っ
ぱ
ら
読
書
と
俳

句
を
慰
め
と
し
た
。 

俳
句
雑
誌
「
鶴
」
に
宗
有
為
子
の
名
で
投
稿
、
の
ち
に
は

高
浜
虚
子
の
門
に
入
っ
て
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
に
投
句
し
て
い

る
。
よ
く
出
席
し
た
久
米
三
汀(

正
雂)

宅
で
の
句
会
が
、
こ

の
頃
の
信
子
の
楽
し
み
と
な
っ
た
。 

後
年
、
こ
れ
ら
の
句
は
『
吉
屋
信
子
句
集
』(

昭
和
四
十
九

年
、
美
術
出
版)

に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

―
―
―
◆
短
編
・「
鬼
火
」
◆
―
―
― 

昭
和
二
十
年
三
月
十
日
、
東
京
大
空
襲
に
よ
っ
て
東
京
牛

込
砂
土
原
町
の
留
守
宅
が
焼
失
し
、
八
月
十
五
日
に
終
戦
と

な
る
。
翌
二
十
一
年
に
な
る
と
、
社
会
の
復
興
が
進
み
、
新
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興
の
雑
誌
が
あ
い
つ
い
で
発
刊
さ
れ
、
再
び
長
編
小
説
の
執

筆
が
始
ま
っ
た
。 

二
十
二
年
に
は
「
小
説
倶
楽
部
」
に
掲
載
し
た
「
海
潮
音
」

に
よ
っ
て
、
大
衆
文
学
懇
話
会
賞
を
受
賞
し
た
。 

二
十
五
年
一
月
、
充
分
に
心
を
通
わ
せ
得
な
か
っ
た
母
マ

サ
が
死
去
し
、
一
年
の
間
そ
の
悲
し
み
は
信
子
の
胸
か
ら
消

え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
同
じ
年
の
十
二
月
、
信
子
は
今
後

の
仕
事
の
質
的
向
上
を
心
に
定
め
、
東
京
千
代
田
区
二
番
町

に
新
居
を
建
て
、
東
京
へ
戻
る
。 

そ
ん
な
中
「
安
宅
家
の
人
々
」
な
ど
の
長
編
を
次
々
に
発

表
す
る
一
方
、
短
編
小
説
に
も
取
り
組
み
、
二
十
七
年
に
は

短
編
小
説
「
鬼
火
」
で
、
女
流
文
学
者
賞
を
受
賞
し
た
。
前

年
に
「
婦
人
公
論
」
二
月
号
に
発
表
し
た
も
の
で
、
純
文
学 

の
圏
外
に
い

た
信
子
に
と

っ
て
、
素
直

に
嬉
し
い
受

賞
と
な
っ
た
。

二
十
七
年
に

中
央
公
論
社 

か
ら
刊
行
さ
れ
た
小
説
集
に
は
、
標
題
作
の｢

鬼
火｣

の
ほ
か

に｢

鶴｣｢

冬
雁｣｢

生
霊｣

な
ど
七
編
が
収
め
ら
れ
、
吉
屋
文
学

の
新
た
な
境
地
が
示
さ
れ
て
い
る
。 

 

―
―
―
◆
伝
記
・「
あ
る
女
人
像
」
◆
―
―
― 

三
十
五
年
、
長
年
胸
中
に
あ
た
た
め
、
折
に
触
れ
て
調
べ

て
い
た
こ
と
を
、「
西
太
后
の
壺
」な
ど
の
作
品
に
結
実
さ
せ
、

調
べ
て
書
く
こ
と
に
興
味
を
持
ち
始
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
。 ま

た
、
三
十
六
年
に
菊
池
寛
ら
の
追
想
を
依
頼
さ
れ
た
こ

と
に
始
ま
る
随
筆
は
、伝
記
的
な
意
味
合
い
を
持
つ｢

自
伝
的

女
流
文
壇
史｣

｢

私
の
見
た
人｣

執
筆
へ
の
き
っ
か
け
と
な
っ

た
。 三

十
七
年
十
月
に
は
、
鎌
倉
市
長
谷
に
、
数
奇
屋
建
築
で

著
名
な
吉
田
五
十
八
氏
の
設
計
に
よ
る
新
居
を
建
て
て
移
っ

て
い
る
。
六
十
六
歳
で
あ
っ
た
。
こ
の
頃
親
し
い
人
々
の
死

が
相
次
ぎ
、
あ
ら
た
め
て
人
生
の
終
盤
に
さ
し
か
か
っ
た
こ

と
を
自
覚
す
る
。
閑
静
な
環
境
の
中
で
心
ゆ
く
ば
か
り
仕
事

に
専
念
し
た
い
、
と
い
う
信
子
の
心
境
は
、
晩
年
の
吉
屋
文

学
を
方
向
付
け
て
い
っ
た
。 

『安宅家の人々』 

装丁挿画・伊勢正義 
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あ
る
妃
殿
下
を
主
人
公
に
し
た
「
香
取
夫
人
の
生
涯
」、
山

室
軍
平
の
遺
族
か
ら
の
聞
き
取
り
、
資
料
調
査
を
徹
底
し
た

「
と
き
の
声
」
を
、「
私
の
見
な
か
っ
た
人
」
と
題
し
て
杉
田

久
女
を
か
わ
き
り
に
十
人
の
俳
人
伝
を
書
き
、
続
い
て
山
川

登
美
子
ら
女
流
歌
人
伝
の
取
材
を
重
ね
て
執
筆
し
「
あ
る
女

人
像
」
に
ま
と
め
て
い
る
。 

こ
の
一
連
の
伝
記
も
の
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
三
十
七
年 

か
ら
四
十
年
に

か
け
て
発
表 

さ
れ
て
い
る
。 

こ

う

し

た 
新
し
い
分
野 

の
作
品
を
手 

が
け
る
う
ち
、 

次
の
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
や
テ
ー
マ
に
ぶ
つ
か
る
と
い
う
相
乗

作
用
は
、
信
子
の
創
作
の
泉
を
枯
ら
す
こ
と
が
な
か
っ
た
。 

 

―
―
―
◆
歴
史
小
説
・「
徳
川
の
夫
人
た
ち
」
◆
―
―
― 

二
十
歳
で
発
表
し
た
「
花
物
語
」
か
ら
半
世
紀
、
七
十
歳

を
こ
え
た
信
子
は
、
あ
ら
た
な
分
野
へ
の
取
り
組
み
を
は
じ

め
る
。円
熟
の
域
に
達
し
て
も
な
お
衰
え
な
い
創
作
意
欲
と
、

長
年
培
っ
て
き
た
古
典
の
素
養
が
、
歴
史
小
説
に
取
り
組
む

原
動
力
と
な
っ
た
。
時
代
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
人
生
を
全
う

し
た
女
性
た
ち
を
、
作
品
の
主
人
公
と
す
る
歴
史
小
説
の
創

作
に
、
晩
年
を
燃
焼
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。 

信
子
は
こ
れ
ま
で
の
男
性
作
家
の
歴
史
小
説
に
た
い
し
て

少
な
か
ら
ず
不
満
を
感
じ
て
い
た
。
常
に
女
性
が
彩
り
と
し

て
の
み
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
理
由
で
あ
る
。
ど
の
時
代
に

も
、
す
ぐ
れ
た
女
性
は
い
た
は
ず
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
取

り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
。
そ
れ
な
ら
ば
自
分
の
手
で
、

歴
史
の
彼
方
に
埋
没
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
女
性
た
ち
を
よ

み
が
え
ら
せ
た
い
、
と
考
え
た
の
で
あ
る
。 

実
現
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、「
幕
府
祚
胤
伝
」
と
い

う
史
書
の
、
家
光
の
巻
・
永
光
院
於
万
の
略
伝
の
一
節
で
あ

っ
た
。こ
の
三
代
将
軍
家
光
の
愛
妾
於
万
の
方
の
生
き
方
に
、

強
く
心
を
惹
か
れ
、構
想
が
次
第
に
形
づ
く
ら
れ
て
い
っ
た
。 

四
十
年
四
月
か
ら
於
万
の
方
を
主
人
公
に
し
た
歴
史
小
説

の
準
備
に
か
か
り
、
各
種
の
資
料
調
べ
に
精
力
的
に
取
り
組

み
、
執
筆
に
没
頭
し
た
。
そ
し
て
四
十
一
年
一
月
、「
朝
日
新

聞
」
に
「
徳
川
の
夫
人
た
ち
」
の
連
載
が
開
始
さ
れ
た
。
は 

『ある女人像』 

装丁・宇田荻邨 
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じ
め
て
書
い
た
こ
の
歴
史
小
説
は
、
大
成
功
を
収
め
た
。 

引
き
続
き
四
十
二
年
三
月
、「
朝
日
新
聞
」
日
曜
版
に
「
続 

徳
川
の
夫
人

た
ち
」
を
連

載
し
、
ま
す

ま
す
歴
史
小

説
に
の
め
り

こ
ん
で
い
く
。

こ
の
年
十
一 

月
、「
半
世
紀
に
わ
た
る
読
者
と
共
に
歩
ん
で
衰
え
ざ
る
文
学

活
動
」
に
対
し
て
、
菊
池
寛
賞
を
受
賞
し
た
。 

 

―
―
―
◆
終
焉
・「
女
人
平
家
」
の
完
成
◆
―
―
― 

次
の
歴
史
小
説
「
平
家
の
娘
た
ち
」
の
資
料
集
め
や
、
構

想
づ
く
り
を
行
う
の
と
並
行
し
て
、
徳
川
の
夫
人
伝
で
触
れ

ら
れ
な
か
っ
た
「
徳
川
秀
忠
の
妻
」
を
四
十
四
年
一
月
か
ら

「
週
刊
読
売
」
に
執
筆
し
た
。
さ
ら
に
、
四
十
五
年
七
月
か

ら
「
週
刊
朝
日
」
に
念
願
の
「
女
人
平
家
」
の
連
載
を
は
じ

め
る
。 

し
か
し
、
執
筆
中
に
身
体
の
不
調
を
覚
え
、
そ
の
後
は
病

魔
と
た
た
か
い
な
が
ら
作
品
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。
次
の
作 

品
「
太
閤

北
政
所
」

の
構
想
づ

く
り
に
も

精
魂
を
傾

け
た
が
、

病
状
は
悪 

化
し
、
四
十
八
年
七
月
十
一
日
ガ
ン
の
た
め
鎌
倉
の
恵
風

園
病
院
で
死
去
し
た
。
七
十
七
歳
で
あ
っ
た
。 

鎌
倉
の
高
徳
院(

大
仏)

裏
の
墓
地
に
葬
ら
れ
、
墓
碑
の
左

手
前
に
「
秋
灯
机
の
上
の
幾
山
河
」
の
句
碑
が
立
つ
。
法
名

は
紫
雲
院
香
誉
信
子
大
姉
。 

 
 

『徳川の夫人たち』 

装丁・原 弘 

『女人平家』 

装丁・原 弘 
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吉
屋
信
子
主
要
著
作
目
録 

赤
い
夢 

大
６ 

洛
陽
堂 

屋
根
裏
の
二
處
女 

大
６ 

洛
陽
堂 

花
物
語
一
～
三 

大
９
・
10 

洛
陽
堂 

地
の
果
ま
で 

大
９ 

洛
陽
堂 

海
の
極
み
ま
で 
大
10 

新
潮
社 

空
の
彼
方
へ 

昭
３ 

新
潮
社 

紅
雀 

昭
８ 

実
業
之
日
本
社 

櫻
貝 

昭
10 
実
業
之
日
本
社 

良
人
の
貞
操 

昭
12 

新
潮
社 

母
の
曲 

昭
12 
新
潮
社 

女
の
教
室 

昭
14 

中
央
公
論
社 

乙
女
手
帖 

昭
15 

実
業
之
日
本
社 

女
の
階
級 

昭
23 

隆
文
堂 

黒
薔
薇 

昭
24 

浮
城
書
房 

安
宅
家
の
人
々 

昭
27 

毎
日
新
聞
社 

鬼
火 

昭
27 

中
央
公
論
社 

秘
色 

昭
28 

毎
日
新
聞
社 

源
氏
物
語 

全
三
巻
―
わ
が
父
母
の
教
え
給
い
し
― 

 

昭
29 

講
談
社 

嫉
妬 

昭
32 

新
潮
社 

片
隅
の
人 

昭
33 

東
方
社 

西
太
后
の
壺 

昭
36 

文
芸
春
秋
新
社 

香
取
夫
人
の
生
涯 

昭
37 

新
潮
社 

自
伝
的
女
流
文
壇
史 

昭
37 

中
央
公
論
社 

女
の
年
輪 

昭
38 

中
央
公
論
社 

私
の
見
た
人 

昭
38 

朝
日
新
聞
社 

底
の
ぬ
け
た
柄
杓 

昭
39 

新
潮
社 

と
き
の
声 

昭
40 

筑
摩
書
房 

あ
る
女
人
像 

昭
40 

新
潮
社 

徳
川
の
夫
人
た
ち 

正
、
続 

昭
41 

朝
日
新
聞
社 

徳
川
秀
忠
の
妻 

昭
44 

読
売
新
聞
社 

私
の
見
た
美
人
た
ち 

昭
44 

読
売
新
聞
社 

千
鳥 

昭
45 

読
売
新
聞
社 

女
人
平
家 

前
、
後
篇 

昭
46 

朝
日
新
聞
社 

吉
屋
信
子
句
集 

昭
49 

東
京
美
術 

吉
屋
信
子
全
集(

全
12
巻) 

昭
10
・
11 

新
潮
社 

吉
屋
信
子
少
女
小
説
全
集(

全
18
巻) 

 

昭
23
・
24 

東
和
社 
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社
会
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